
学校運営協議会議事録 

 

議 事 内 容 

１ 学校経営方

針等について 

・コミュニティ・スクールについて：副校長から説明 

  北海道鷹栖養護学校コミュニティ・スクールについて、目的や方針を説明。 

・学校経営方針について：校長から説明 

学校経営方針について全体で共通理解を図り、今年度からの長期目標を示

している。また、その土台となる部分が児童生徒、教職員のウェルビーイング

が大事だと考える。これらの方針をより分かりやすく提示するため、グランド

デザインを作成し、心、からだ、術（わざ）を具体的に示している。 

鷹養型ウェルビーイングでは、鷹栖養護学校の強み、鷹栖町の強みを活か

し、「あったかす」の精神で学校づくりを進めていきたい。また、本校を地域

に知っていただくため、ホームページに加えて、校長ブログで情報を発信して

いく。多様性の理解、交流及び共同学習を確固たるものにしていきたい。 

２ 本校の教育

活動の取組紹介 

・ 学校見学後、各学部や寄宿舎の教育目標、今年度の重点的取組、地域学校協

働活動について説明。 

３ 委員からの

意見、感想 

・iPad の活用について、取組を保護者へフィードバックすることが必要である。

→具体的なアプリや学級アカウントのセキュリティで気をつけることを伝え

ていく。 

・ICT の推進について、特別支援学校において、知的障がいの児童生徒の活用率

が低い。関東圏では、カメラ機能を学習の一場面で活用している。併せて、生

成 AI をどう使うかの把握することや Google アカウント全年齢解禁なども喫

緊の問題である。 

・学校卒業後のサークル活動は（鷹栖町）について。 

 →鷹栖町で生活することを余暇活動について、職員が情報を共有し、活用する

ことが必要と考える。 

・分掌組織について、現在進路指導部はないか。進路指導部は卒業後に特化して

いるため、情報提供などもできると思います。 

→現在、支援部として進路と地域支援が一体化しており、分掌内で役割分担を

している。 

・ICT の先生たちの活用については、日進月歩の状況で、最近は会議録を AI で

行うこともできるため、活用してみてはどうか。 

・地域との連携において、地域の方々から学校はどう見えているか。 

→以前に比べて関わりが少なくなった感じがする。町内会として今後どう進

めるか考える必要がある。 

→学校の取組を見せる場があれば、地域からの協力が得られるのではないか

と思う。一過性ではなく、持続性が必要である。 

→地域交流センターを活用するなど、校内の作品や製品を地域に発信してい

くのも良いと思われる。 

 

日 時 令和７年（2025 年）６月 19 日（木）10 時 30 分～12 時 00 分 

会 場 北海道鷹栖養護学校 

出席者 運営協議会委員８名 学校側 7 名 

 
 

出席者 

北海道鷹栖養護学校後援会会長 
北海道鷹栖養護学校ＰＴＡ会長 
社会福祉法人鷹栖町社会福祉協議会会長 
社会福祉法人鷹栖共生会理事長 
元北海道特別支援学校長 
名寄市立大学准教授 
一般社団法人北野コミュニティセンター理事・集落支援員 
北海道鷹栖養護学校長 

副校長 
教頭 
小学部主事 
中学部主事 
高等部主事 
寮務主任 
支援部長 


